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第200号

0
尺

も
の
で
す。
出
生
数
が
年
間
百
万
•

特
に
家
の
人
に
(

2

)

認
め
ら
れ
た
い
(

3
)

役
に
立
ち
た
い。
と
の

人
を
切
っ
た
（
ピ
ー
ク
は
1
9
4
9
�

事
で
す。
「
あ
り
が
と
う」
「
よ
く
が
ん
ば
っ
た
ね」
「
上
手
に
な
っ

年
の
2
6
9
万
7
千
人）
今、
そ
の
]

た
ね」
と
声
か
け
す
る
事
が
子
ど
も
に
自
侶
を
も
た
せ
ま
す。

宝
の
重
み
は
増
し
て
い
ま
す。

�

ま
た
日
本
の
若
者
に
は
内
向
き
志
向
が
壻
え
内
閣
府
の
調
査

次
に
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
で
す
�

に
よ
る
と、
「
自
分
の
考
え
を
は
っ
き
り
と
相
手
に
伝
え
る
事
が

が
I
T
技
術
が
急
激
に
発
展
し
想
�

で
き
る」
と
回
答
し
て
い
る
H
本
の
岩
者
は
48.
0
％
で
調
査
対

定
外
の
犯
罪
が
起
こ
っ
て
い
ま
す°
]

象
と
な
っ
た
7
か
国（
韓
国
74.
9
%、
ア
メ
リ
カ
82.
7
%、
英

守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん。
簡
�

デ
ン
61.
7
%)
の
な
か
で
こ
れ
ま
た一

番
低
い。
こ
の
内
向
き
志

-
^

 

こ
れ
ら
の
犯
罪
か
ら
子
ど
も
達
を
i

国
80.
0
%、
ド
イ
ツ
77.
1
%、
フ
ラ
ン
ス
80.
2
%、
ス
ウ
ェ
ー

青
少
年
の
健
全
育
成
事
業
．

単
に
ス
マ
ホ
を
持
た
せ
て
私
は
機
械
に
弱
い
で
す、
で
は
だ
め
]

向
の
増
加
の
結
果、
経
済
成
長
著
し
い
中
国
や
イ
ン
ド
で
は、

は
(

l

)

出
生
数
減
に
よ
る
青
，

で
す。
子
ど
も
の
(

1

)

ネ
ッ
ト
の
利
用
状
況
を
保
護
者
が
把
握
．

海
外
留
学
者
数
が
大
き
く
増
加
し
て
い
る
の
に、
日
本
人
の

少
年
人
口
の
減
少
と
(

2

)

デ
．

し
(

2

)

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
利
用
を
し、
同
時
に
ル
ー
ル
を
決
．

留
学
生
数
は
減
少
し
て
い
る。
（
特
に
男
性
の、
減
少
が
顕
著

ジ
タ
ル
技
術
の
急
速
な
進
展‘
]

め
て
適
切
に
管
理
を
し、
さ
ら
に
は
(

3

)

子
ど
も
と
会
話
を
し

で
す。）
な
お、
人
口
が
日
本
の
半
分
以
下
で
あ
る
韓
国
も、
海

1

さ
ら
に
は
(

3
)

経
済
の
グ
ロ
l
]

触
れ
合
い
を
深
め
て
く
だ
さ
い。
ま
た
常
に
ニ
ュ
ー
ス
に
目
配
�

外
留
学
者
数
は
日
本
を
上
回
り
そ
の
差
は
拡
大
傾
向
に
あ
る。

『

バ
ル
化
等
変
化
の
中
で
ま
す
]

り
し
何
か
お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
学
校
と
連
携
を
取
る
事
が
�

今、
日
本
は、
人
口
減
少
社
会
に
突
入
し
国
内
消
費
が
減
少
す

ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す。

大
事
だ
と
思
い
ま
す。

�

る
中、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
避
け
ら
れ
な
い
し
も
う
グ
ロ
ー
バ
ル

し
か
し、
青
少
年
の
健
全
育
成
．

次
に
福
岡
県
が
平
成
27
年
10
月
に
発
表
し
た
「
ふ
く
お
か
�

化
は
始
ま
っ
て
い
ま
す。
そ
こ
で
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
す
る
国

に
関
わ
っ
て
い
る
方
々
の
懸
命
．

未
来
人
材
育
成
ビ
ジ
ョ
ン」
に
よ
り
ま
す
と、
高
校
生
の
生
活
・

内
人
材
の
育
成
が
急
務
で
す。
先
日、
福
岡
経
済
同
友
会
と
九

の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず、
時
代
の
急
速
な
変
化
の
な
か
で
次
．

と
意
識
に
関
す
る
調
査
（
国
立
青
少
年
育
成
振
興
機
梢
調
べ）
・

州
大
学
を
は
じ
め
と
す
る
福
阿
県
内
6
大
学
と
グ
ロ
ー
バ
ル

か
ら
次
と
あ
ら
た
な
問
題・
事
件
が
起
き
て
い
ま
す。
ま
ず
子
]

で
は、
自
分
が
ダ
メ
な
人
間
と
思
う
事
が
あ
る
か
？
と
の
問
い
i

人
材
育
成
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
会
が
あ
り
ま
し
た
が、
そ
の

ど
も
虐
待。
今、
施
設
に
収
容
さ
れ
て
い
る
か
な
り
の
子
ど
も
i

に
対
し、
「
と
て
も
そ
う
思
う」
「
ま
あ
そ
う
思
う」
と
回
答
し
＂

な
か
で
大
学
側
か
ら
国
際
化
に
は
英
語
だ
け
で
な
く
国
語
の

た
ち
が
親
か
ら
の
虐
待
に
よ
る
も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す。
ま
●

た
割
合
は
72.
5
％
と、
残
念
な
が
ら
他
固（
ア
メ
リ
カ
45.
l
[

力
も
必
要
で
あ
り、
小、
中、
高
校
生
の
時
か
ら
意
識
し
て
教

た
周
囲
に
気
付
か
れ
ず
に
大
事
な
命
を
落
と
す
幼
児
の
ケ
ー
�

％、
中
国
56.
4
%、
韓
国
36.
2
%)
よ
り
か
な
り
高
く
な
っ
て
�

育
し
な
い
と
大
学
だ
け
の
教
育
で
は
閻
に
合
わ
な
い
と
の
事

ス
も
あ
り
ま
す。
色
々
事
情
は
あ
る
と
思
い
ま
す
が
悲
し
い
こ
]

い
る。
ま
た
自
分
は
人
並
み
の
能
力
が
あ
る
と
自
己
評
価
し
て
．

で
し
た。
よ
く
「
日
本
人
は
信
用
は
あ
る
が
存
在
感
が
な
い」
と

と
で
す。
県
民
会
議
の
標
語
で
あ
る、
「
親
が
変
わ
ら
ね
ば」
の
．

い
る
高
校
生
の
割
合
も
日
本
は、
55.
7
％
で
4
か
国
中（
ア
メ
�

言
わ
れ
て
い
る
が
自
分
の
考
え
を
持
ち、
そ
れ
を
主
張
す
る。

為
の
施
策
を
強
化
す
べ
き
で
す。
ま
た
小、
中、
高
校
生
の
い
じ
・

リ
カ
88

5
%、
中
国
90.
6
%、
韓
国
67.
8
%)
最
も
低
い。
こ
�

す
な
は
ち
「
教
育
11
デ
イ
ベ
ー
トj
の
練
習
が
必
要
で
す。
そ
れ

め
の
問
題
も
自
殺・
不
登
校
の
原
因
と
な
る
な
ど
痛
ま
し
い
事

れ
は
福
岡
県
も
同
じ
傾
向
と
の
こ
と
で
す。
こ
の
原
因
の
ひ
と

も
今
す
ぐ。・・
資
瀕
の
乏
し
い
日
本
で
は
人
材
こ
そ
が、
資
源

件
が
あ
と
を
絶
ち
ま
せ
ん。
家
庭・
学
校・
地
域・
プ
ラ
ス
行
政
]

つ
に
少
子
化
の
中
で
子
ど
も
を
可
愛
が
り
過
ぎ
手
伝
い
や
仕

で
す。
福
岡
い
や
日
本
の
将
来
の
た
め
に
青
少
年
育
成
県
民
会

・
企
業
が
そ
れ
ぞ
れ
責
任
を
果
た
し、
迪
携
し
な
が
ら
本
気
で
[

事
を
さ
せ
な
い
J
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
こ
と
で
す

o

勉
�

議
の
仕
事
は
ま
す
ま
す
大
事
に
な
り
ま
す

oi
巾
町
村
民
会
議·

行
動
す
べ
き
で
す。
学
校
の
西
任
逃
れ
の
弁
解•
あ
や
ま
り
も
�

強
プ
ラ
ス
手
伝
い
や
仕
事
を
さ
せ
褒
め
て
や
る
こ
と
が
大
事
�

青
少
年
団
体
の
皆
様
の
こ
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す。

聞
き
飽
き
ま
し
た。
再
度、
昔
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
「
子
ど
も
は
]

と
思
い
ま
す。
そ
う
す
れ
ば
子
ど
も
に
自
信
が
つ
き
ま
す。
子
�

何
に
も
ま
さ
る
宝」
と
い
う
こ
と
ば
を
思
い
起
こ
し
て
ほ
し
い
�

ど
も
が
望
み、
育
つ
3
つ
の
「・・・
た
い」
は
(

1
)

ほ
め
ら
れ
た
い、
�

｀＇ た
。

ヽ，，
o

ペ

広
報
紙
「
若
い
な
か
ま」
発
行
200

号
に
よ
せ
て

青
少
年
を
取
り
巻
く
経
済
・

社
会
の
変
化
に
適
切
な
対
応
を

（
公
社）

福
岡
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議
会
長

右

田

喜

章



（1)昂1号

広
報
紙「
若
い
な
か
ま」
は
平
成
29
年
11
月
15
日
付
け
の
発
行
で
第
2
0
0
号

と
な
る 。
記
念
号
と
な
る
今
号
は 、
創
刊
号
か
ら
の
時
代
背
景
や
広
報
部
会
の

動
き
の
軌
跡
を
広
報
紙
の
記
事
を
元
に
紹
介
す
る 。
な
お 、
紙
面
の
関
係
で
今

号
は「
そ
の
1」 、

次
号
で「
そ
の
2」
と
し
て
掲
載
す
る 。

9
,

1 ,
1
,

.』
とf
4, .

氏
U
E..
 tハ
名
で

t ・
)
C
●
↓

ぎ
吋
園
応
鴨
叫閲
m
m

〖 し]]
作

i

□•
9"鑢
•

;
:
]

]. .

◆
天
神
の
福
岡
県
産
業
貿
易
会
館
内
に
事
務

局
を
置
い
て
い
た
県
民
会
議
の
広
報
紙
「
若
い

仲
間」
創
刊
号
（
当
時
は

＂
な
か
ま“
の
字
が

漢
字）
は 、
昭
和
47
年
(
1
9
7
2
年）
8
月
1

日
付
け
で
発
行
さ
れ
ま
し
た 。
最
初
の一
面（
表

紙）
に
は
当
時
の
専
務
理
事
（
事
務
局
長）
が

「
胄
少
年
育
成
の
苗
床
作
り」
の
見
出
し
で
県

民
会
議
発
足
の
目
的
や
役
割
を
明
ら
か
に
し

た
記
事
で
し
た 。
な
お 、
県
民
会
議
自
体
は
昭

和
41
年
12
月
13
日
の
「
青
少
年

育
成
福
岡
県
民
会
議」
の
名
称
で

誕
生
し 、
昭
和
44
年
5
月
19
日
に

「
社
団
法
人
福
岡
県
青
少
年
育
成

県
民
会
議」
と
法
人
化
し
て
い
ま

す 。
当
時
の
記
事
を
見
る
と
会
員

の
倍
増
と
財
源
確
保
を
基
本
方

針
と
し 、
重
点
と
し
て
①
広
報
宣

伝
活
動
②
事
業
資
金
の
確
保
③

家
庭
の
日
の
普
及
を
総
会
で
確

認
し
て
い
ま
す 。
発
行
は
定
期
に

毎
月
1
回 、
部
数
は
1
5
0
0
部 、
ペ
ー
ジ
数
は

8
頁
で
し
た 。
ま
た 、
広
報
部
会
の
絹
集
方
針
と

し
て
は
「
み
ん
な
で
広
報
紙
を
作
り
ま
し
ょ
う」

を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
会
員
を
中
心
に
誰
で
も
自
由

に
参
加
す
る
こ
と
（
意
見 、
随
箪 、
短
歌
等
）々

が
出
来
ま
し
た 。

◆
広
報
紙
の
「
若
い
仲
間」
に
は
毎
月
「
家
庭

の
日
の
目
標」
と
し
て
「
先
祖
を
敬
い
感
謝
し

よ
う」
「
悪
い
行
い
や
ク
セ
を
な
く
そ
う」
等
を

►
創
刊
号

(9》● 9 9 若い伶賢l

い一El

例
示
し 、
青
少
年
の
健
全
育
成
の
重
要
性
を
家

庭
ま
で
浸
透
さ
せ
よ
う
と
す
る
取
り
組
み
と

共
に
会
員
を
拡
大
す
る
こ
と
を
再
三
に
亘
っ
て

記
事
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
ま
し
た 。
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►
家
庭
の
日
の
目
標
を
例
示

特
に
こ
の
時
期
に
多
く
取
り
上
げ
て
い
る
の

は
「
私
の
肖
少
年
育
成
活
動」
「
私
の
提
言」
等

会
員
か
ら
の
記
事
が
多
く
を
占
め
て
い
ま
し

た 。
こ
の
時
の
広
報
部
会
委
員
は
権
藤

猛
部

会
長
（
元
西
日
本
新
聞
社
論
説
委
員
長） 、
大

谷
秀
水
副
部
会
長
（
元
西
日
本
新
聞
社
北
九

州
支
社
長） 、
藤
田
裕
満
（
福
岡
市
青
少
年
団

体
連
絡
協
誡
会
幹
事） 、
竹
上

勝
（
飯
塚
市

立
博
物
館
嘱
託） 、
林

敏
弘
（
甘
木
市
教
育

委
員
会
指
導
主
事） 、
田
中
重
男
（
県
民
会
議

事
務
局
長）
の
各
氏
で
あ
り
ま
し
た 。

◆
以
降 、
県
民
会
議
や
青
少
年
育
成
の
取
り
組

み
を
末
端
ま
で
浸
透
す
る
こ
と
を
目
的
に
「
家

庭
の
日
の
強
調
月
間」
の
設
定 、
「
し
つ
け
と
自

制
心」
「
親
心
子
心」
等
の
随
箪 、
「
地
域
の
活
動

た
よ
り」
「
食
事
は
親
子
揃
っ
て」
「
家
庭
の
歌」

等
の
投
書 、
「
百
字
提
言」
等
様
々
な
工
夫
を
凝

ら
し
た
広
報
紙
面
を
発
行
し
ま
し
た 。

►
家
庭
の
日
を
楽
し
む

オ
リ
エ
テ
ー
リ
ン
グ
コ
ー

ス
の
紹
介

平
成
48
年
7
月
1
日
付
け
第
12
号
で
は
2
5

0
0
部
に
部
数
を
増
や
し
て
配
布
し
て
い
る
記

録
が
残
っ
て
い
ま
す 。
特
徴
的
な
記
事
の
内
容

と
し
て
は
昭
和
49
年
3
月
1
日
付
け
で
家
庭
の

日
の
推
進
を
固
る
た
め
「
野
外
で
楽
し
む
家

庭
の
日」
と
し
て
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
コ
ー

ス
の
紹
介
や
「
名
勝
史
跡
県
下
の
公
認
10
コ
ー

ス」
を
案
内
す
る
記
事
が
あ
り
ま
し
た 。
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第
21
号
で
は 、
寄
稿
原
稿
が
支
部
長
（
市
町

村
民
会
議
会
長）
や
推
進
指
導
員
か
ら
会
員
全

員
を
対
象
と
す
る
と
し
「
会
員
の
広
場」
の
記

事
枠
を
設
け
て
い
ま
す 。
第
23
号
で
は
年
間
開

読
料
し
て
5
0
0
円
を
徴
収
し 、
財
源
の
確
保

を
図
る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す 。
ま
た 、

「
び
と
り
ぼ
っ
ち
を
な
く
す
連
動」
の
記
事
が
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
が 、
こ
れ
は 、
当
時
「
カ
ギ
っ

子」
の
問
題
が
大
き
く
な
っ
て
い
た
こ
と
が
背

景
に
あ
る
よ
う
で
す 。
昭
和
50
年
の
第
31
号
に

は
各
市
長
よ
り
特
別
寄
稿
を
頂
き
連
載
で
掲

載
し
て
い
ま
す 。
官
民一
体
と
な
っ
た
取
り
組

み
が
伺
わ
れ
ま
す 。
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9a
,•
こ

こ
の
様
な
状
況
に
対
し
て 、
「
幸
せ
な
ら
席
を
譲
ろ

う」
や「
人
間
の
価
値
と
は」
等
の
公
徳
心
を
掲
げ
る

記
事
と
共
に
昭
和

51
年
6
月
1

付
け
の
広
報
紙
第

47
号
に
は
総
会
で「
オ
ア
シ
ス
運
動
の
推
進」
を
決

議
し 、
協
賛
団
体
を
県
市
町
村
長
会
や
社
会
福
祉

協
議
会
等
と
し
て
ポ
ス
タ
ー

や
チ
ラ
シ
も
作
成
し

自ー（
体
的
な
取
り
組
み
が
提
起
さ
れ
て
い
ま
す 。

こ
の
時
期
の
広
報
部
会
委
員
は
大
谷
秀
水
部
会

長 、
H
高
貞
雄
副
部
会
長 、
松
田

節 、
小
山
達
生 、

村
上
信
子 、
伊
藤

宏 、
草
問
昭
久 、
大
場
正
好 、
村

田
正
子 、
山
口
逸
郎
の
各
氏
で
し
た 。

◆
昭
和
54
年
12
月
15
日 、
第
77
号
に
は「
オ
ア
シ
ス ▲俗悪番組、出版の追放

昭
和
50
年
8
月
1
H
付
け
の
記
事
に
は
「
対
外

活
動
に
重
点
を
お
く ＇
「
若
い
仲
間」
三
周
年
を
迎

え＇
今
後
の
編
集
方
針
を
決
定」
と
し
て 、
掲
載
記

事
を
市
町
村
民
会
議
の
取
り
組
み
記
事
を
重
点
に

掲
載
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た 。
ま
た 、
37
号
に
は
「
暴

走
族
を
締
め
出
そ
う」
の
記
事
が
あ
り 、
県
内
で
青

少
年
に
よ
る
暴
走
行
為
が
問
題
化
し
て
い
ま
し
た 。

さ
ら
に 、
昭
和
51
年
43
号
前
後
の
広
報
紙
で
は
「
俗

悪
番
組 、
出
版
の
追
放」
「
ポ
ル
ノ
追
放
大
会
開
催」

等
の
記
事
が
掲
載
さ
れ 、
青
少
年
の
非
行
問
題
が

次
々
と
顕
著
に
表
れ
て
い
た
背
景
が
あ
り
ま
し
た 。

音
頭」
を
国
際
児
童
年
記
念
事
業
と
し
て
企
画
し 、

「
第
十
五
回
明
日
を
き
ず
く
青
少
年
の
集
い
全
国
大

会」
で
歌
と
踊
り
が
披
露
さ
れ
た
こ
と
を
紹
介
し
て

い
ま
す 。

な
お 、
こ
の「
オ
ア
シ
ス
運
動」
の
発
祥
は
福
岡
県

と
し
て「
教
育
ジ
ャ
ー

ナ
ル
1

月
号」
で
全
国
に
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す 。
音
頭
の
作
詞・
星
野
哲
朗 、
作
曲・
市

川
昭
介 、
編
曲・
小
杉
仁
三
で
し
た 。
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オ
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運
動
推
進

こ
の
こ
ろ
の
広
報
部
会
委
員
は
稲
員
大一
1

-

郎
部
会
長 、
安
部

武
副
部
会
長 、
村
上
信

子 、
山
下
真
貴
子 、
長
田

博 、
平
城
三
重

子 、
池
田

律
の
各
氏
で
し
た 。
昭
和
58
年
6

月
か
ら
は
稲
員
大一一一
郎
部
会
長 、
安
部

武

副
部
会
長 、
長
田

博 、
松
井
志
満
夫 、
池
田

律 、
山
F
真
貴
子 、
平
城
三
重
子 、
田
中
俊

幸 、
村
上
信
子 、
森

博
f
の
各
氏
が
広
報

部
会
委
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た 。

昭
和
60
年
1

月
10
日
付
け
の「
若
い
仲
間」

で
1
0
0
号
に
な
り
ま
し
た 。
こ
の
1
0
0
号

記
念
で
は 、
「
初
心
に
返
り
よ
り
よ
い
広
報
紙

を
作
っ
て
い
く
た
め 、
県
民
会
議へ
の
意
見
を

頂
き
た
いj
と
の
趣
旨
で
座
談
会
を
開
催
し

初心にかえりよりよい発展を
ー「若い仲間」100号記念座談会一
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▲広報部会座談会 ▲創刊100号

て
い
ま
す 。
参
加
者
は
杉
村
典
子（
瀬
高
町・
県
青
年

の
舟
班
長） 、
井
上
健
作（
前
原
市・
健
全
育
成
部
会

長） 、
高
橋

強（
福
岡
市・
県
青
年
の
舟
班
長） 、
猪

熊
美
千
代（
前
原
市・
サ
マ
ー

キ
ャ
ン
プ
団
貝） 、
猪
熊

三
枝
子（
前
原
市・
母
親） 、
中
畑
敏
秀（
志
免
町・
県

民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
4
年
連
続
1

位） 、
中
畑
敏
勝（
志

免
町・
父
親） 、
津
田

滴（
福
岡
市・
県
民
会
議
刑

会
長） 、
稲
員
大
三
郎（
司
会
者・
広
報
部
会
長）
で
し

こ
。

t

（
次
号
続
く）

とジ‘ふくおかフィナンシャルグループ

あなたのいちばんに。

后 福 岡銀行


















